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1

謝ｌｌｌ

へ

順
二
調
に
進
む

遠
賀
川
河
口
堰
の
建
設

遠
賀
川
河
口
堰
は
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
に
第
一
期
工
事
に

着
手
し
て
以
来
、
工
事
は
噸
調
に
進
み
現
在
で
は
二
期
工
事
を

行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
水
巻
側
か
ら
五
つ
の
堰
柱
と
、
調
整
・

整
水
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
ー
ト
が
取
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
河
口
堰
の
完
成
は
、
五
十
五
年
三
月
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

還

付

金

　

本

人

は

6

千

円

配
偶
者
・
扶
養
親
族
は
〇
千
円

今
回
、
昭
和
五
十
一
年
分
所
得
税

の
特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金

額
が
遠
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六

千
円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親

し
た
人
で
、
勤
務
先
か
ら
還
付
し
き

れ
な
い
分
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
分

に
つ
い
て
は
、
次
に
説
明
す
る
〝
事

業
所
得
者
な
ど
の
場
合
″
と
同
じ
方

法
で
還
付
さ
れ
ま
す
。

㊤
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し

て
納
税
し
た
人
は
、
六
月
下
旬
ご
ろ

に
税
務
署
か
ら
還
付
を
受
け
ら
れ
る

金
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
際

族
は
一
人
に
つ
き
三
千
円

と
し
て
計
算
し
た
金
額
で

す
。
た
だ
し
、
納
め
た
昭

和
五
十
一
年
分
の
所
得
税

額
の
万
が
少
な
い
と
き
は

そ
の
税
額
ま
で
と
な
り
ま

す
。そ
こ
で
、
そ
の
あ
ら
ま

し
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

＜
還
付
を
受
け
ら
れ
る

人
＞

還
付
を
受
け
ら
れ
る
の

は
、
昭
和
五
十
一
年
分
の

所
得
税
を
納
め
た
人
で

す
。
王
だ
し
、
利
子
・
配

当
な
ど
の
源
泉
分
離
課
税

の
所
得
税
に
つ
い
て
は
還

所得税の特別減税

還付される税金

、
同
封
さ
れ
た
還
付
請
求

書
に
、
所
要
の
事
項
を
記

入
し
て
、
税
務
署
に
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す

る
と
、
税
務
署
か
ら
還
付

金
の
支
払
通
知
書
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
か
ら
、
こ
の

支
払
通
知
書
に
よ
っ
て
郵

便
局
で
還
付
金
を
受
取
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

㊥
そ
の
他

給
与
の
税
金
を
源
泉
徴

収
で
納
め
、
年
末
調
整
を

受
け
て
い
る
が
、
今
年
に

な
っ
て
五
月
未
ま
で
に
退

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

∧
還
付
方
法
と
そ
の
手
続
∨

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
昨

年
と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
お
よ
そ
六
月
～
七

月
ご
ろ
、
態
与
や
給
与
を
受
取
る
と

き
に
、
勤
務
先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す

。
し
か
し
、
給
与
以
外
に
所
得
が
あ

っ
た
り
、
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を

も
ら
っ
て
い
る
た
め
に
確
定
申
告
を

職
し
た
人
や
、
昨
年
中
途

で
退
職
し
た
な
ど
の
た
め

、
給
与
の
税
金
を
源
泉
徴

収
さ
れ
た
ま
ま
で
年
未
調
整
を
受
け

て
い
な
い
人
な
ど
は
、
税
務
署
へ
還

付
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場

合
、
日
時
和
五
十
一
年
分
の
確
定
申
告

書
を
提
出
し
て
．
い
な
い
人
は
、
期
限

後
の
確
定
申
告
を
し
て
、
特
別
減
税

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
か
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
（
所

得
税
担
当
）
　
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

ｔ

．

1

　

0

－
Ｖ
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照‥‥1．1対する備えを

醐Ⅲ冊　昭和52年6月10日　ｍｌ肌…冊冊日用Ⅲ削…冊棚冊日日冊ＩⅢ……冊冊…

氷害に

緊
急
の
と
き
の

避
難
場
所
の
確
認
を

▽
…
雨
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
水
害
に
対
す
…
△

▽
…
る
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
。
町
で
は
、
…
△

▽
…
こ
の
梅
雨
時
期
の
水
害
を
防
ぎ
、
ま
た
、
…
△

▽
…
住
民
の
被
害
を
最
少
限
に
く
い
止
め
る
た
…
△

▽
…
め
、
各
関
係
機
関
が
集
っ
た
「
水
防
協
議
…
△

▽
…
会
」
で
水
防
対
策
を
検
討
し
、
今
年
の
水
…
△

▽
…
防
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
…
△

水害等による緊急避赴場所

区　　　 名
． 避・盤　 場　 所

第 1・避 難 第 2 避 難

立、屋　 敷 公　 民 ・館 伊左睦′ト学校

伊　 左　 座 ク． ケ

みずほ拭地 〃 ク

上　 ・ 二 八所神社信行寺 一ケ

二　 町　 住 八所神社・公民館 〃

下　 ｌ 二 公　 民　 館 ノシ

下 二 町 住 ′タ ケ

島 覧肘 集　 会　 所 吉田小学校

吉　 田　 一 公　 民　 館 ク

土　 田　 二 貴鉛神掛 妙楽寺 ク

吉　 田　 三 河守神社・公民館 ケ

緑風周 団地 吉田ノ三公民館 〃

芙吉野団地
－ －

松栄荘用地 頃末小学校 頃末小学校

頃　　　 末 ケ 頃を机柳 各号牧

机 机小学校 ネ八小学校

入 江 興 産 入江顛産社宅 伊左座小学校

林　 住　 宅 伊左腹小学校 ク

古　　　 賀 公　 民　 館 手八小学校

祈　 生　 柊 水巻中学校 水巻中学校

樋　　　 口 公　 民　 館 猪熊小学校

措　　　 熊 鷹見神社・公民緒 括熊′卜庸見神社

猪 熊 町 住 公　 民　 館 緒熊小学校

鯉　 口　 区 頃末小学校 頃末小学校

机・宮ノ下社宅 公　 民　 館 Ｊシ

古　 賀　 区 古賀区供用施設 水巻中学校

稚 ノ 木 区 第一集会所 ク

高　 松　 区 集　 会　 所 渚熊小学校

三　 ッ弦 区 三ッ頭区集会所 〃

締 ノ木団地 水巻中央幼樟園 水巻中学校

高 松 団 地

（長）世帯救、人員敦は昭和52年4円米Ｅｌ現在
第1運虹は部分的災害を想定した場合で近くの
公共鞄讃等に一時収容する。
㌫告発奴ま非常時鰭が発生し、遠賀帖堤防浸水、
渋票誓・愚意の．場合

福
岡
管
区
気
象
台
が

五
月
二
十
日
に
発
表
し

た
九
州
北
部
の
六
月
か

ら
向
う
三
か
月
間
の
長

期
予
報
で
は
、
梅
雨
入

り
は
平
年
よ
り
早
く
な

り
、
六
月
下
旬
か
ら
七

月
に
か
け
て
は
大
雨
の

恐
れ
が
あ
る
が
、
陽
性

Ｊ
ｔ
，

区
域
を
七
区
域
、
ま
た
、
危
険
箇
所
を

十
一
か
所
、
別
表
の
よ
う
に
指
定
す
る

と
と
も
に
、
災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
た

め
に
緊
急
避
難
場
所
を
指
定
し
て
い
ま

す
。
各
家
庭
で
も
万
一
の
災
害
に
備
え

て
十
分
注
意
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。な
お
、
非
常
事
態
に
は
次
の
と
お
り

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

型
の
梅
雨
で
、
晴
れ
間

の
出
る
中
休
み
も
あ

る
。
梅
雨
明
け
も
平
年

よ
り
早
く
な
り
、
七
月
ノ

か
ら
八
月
に
か
け
て
は

気
温
が
平
年
よ
り
高

く
、
暑
い
夏
に
な
り
そ

う
で
す
。
台
風
の
発
生
は
平
年

並
み
の
二
十
八
個
を
予

想
し
て
い
ま
す
が
、
北

部
九
州
に
影
響
す
る
の

は
一
、
二
個
の
見
込
み

で
す
。町
水
防
協
議
会
で
し
、

は
、
町
内
の
重
要
水
防

√

水　防信　号　表
三冠 ＼ 巴

サ　 イ　 レ　 ン　 信　 号 説　　　　 明

第 1 信 号 約 5 秒　 約 15 秒　 約 5 秒　 約 15 秒 警 戒水 位 に達 した 事
0 －休 止　　 0 － 休止 を知 らせ る場 合

第 2 信 号 約 5 秒　 約 6 秒　 約 5 秒　 約 6 秒 消防 成員 が全員 出動
す べ き事 を知 らせ る

．喝合
〇一休 止　　 〇一 休止

第 3 信 号
約 10 秒　 約 5 秒　 的 1 0 秒　 約 5 秒

水 防管理 圏 体の区域
内 に居住 す る者 が水
防 の応援 のた め に出
勤 すべ き事 を知 らせ
る もの

〇一 休止　　 0 － 休止

！

第 4 信 号
約 1 分　　 5 秒　　 約 1 分 必 要 と認め る】互域 内

0 －休止　　 〇一 の 培佳 肴 に避 難す べ
き事 を知 らせ る もの

重　要　水　防　区　域　及　危　険佃「所
＼ 河　 川　 名 箇　　　　　 所　　　　　 別 予 想 さ れ る危 険

イ 堀　　　　　 川 吉 田 ノ一 ・二 ・三　 一 帯　 70 0 ｍ 溢　　 水

ロ † 密　 漠　 川 吉 田 ノ二 （本 村 、 滑 石 、 御 給 地 ）一 帯　 3 00 ｍ 溢 水 及 び埋 没

Ｊヽ 赤　 ∵永　 ‾　川 項 末 東 町 附 近 一 帯 10 0 ｍ 溢　　 水

山　　 田　　 川 頃 末 先 園 か ら中 組 一 帯　 20 0 ｍ ケ

ホ 鯉　　 口　　 川 鯉 口 区 一 帯 10 0 ｍ ク

へ 大　 平　 川 旧 中 央 区 鹿 児 島 本 線 ぞい 一 帯　 50 0 ｍ ク

、， ト 片 山 排 水 路 片 山 ガー ド下 ク

＼ ＼Ｊ
地　 区　 名 箇　　　　　 所　　　　　 別 予 想 さ れ る 危 険

1 吉 田 ノ 二 本 村 本 村 一一組 山 裾 土 砂 く ず れ　 落 石

2 吉 田 ノ 三 車 返 折 尾 高 校 下 山 裾 、 河 守 神 社 南 側 一 帯 ク　　　　　　　　　 ノケ

3 鰹　 とｆ　 区 鯉 口 区 轟 、 み よ し の 団 地 下 、 鉄 道 ぞ い 一 帯 一ク

4 頃　　　　　 末 頃 末 小 プ ー ル の 東 側 、 大 平 山 裾 一 帯 ノン　　　　　　　　　　 ク

5 高　　　　　 尾 旧 中 央 病 院 の 登 り ロ 〃　　　　　　　　　 〃

－6 高　　　　　 尾 ア ス フ ァ ル トプ ラ ン トの 痍 山 ケ　　　　　　　　　 ケ

7 頃　　　　 未 頃 末 伊 豆 神 社 よ り、東 側 明 神 ケ 辻 山 裾 一 帯 及 ・び 西 側 山 裾 ク　　　　　　　　　 ノケ

8 頃 末 （れ 社宅 登 り 口） ベ ン トナ イ ト採 取 ．喝 付 近 ク

9 ＼ 新　　 生　　 街 山 ノ神 、 新 生 街 裏 山 一 帯 〃

、1 0 °′ｔ 樋　　　　　 口 樋 口 、赤 水 、卯 月 地 区 山 裾 一 帯 、高 松 長 谷 社 宅 轟 ク　　　　　　　　　 〃

1 1 措　　　　 熊 猪 鴇 バ ス 停 南 側 一 帯 ケ　　　　　　　　　 ク



（3）広珂這肋鰐　酬醐醐酬附醐冊間冊冊酬酬　昭和52年6月10日脚酬棚

浪
合

で
き
な
い
と
き
は
隣
接
地
区
と
合
同

出
場
で
き
る

㊥
チ
ー
ム
人
員
　
監
督
1
、
選
手
1
2
名

以
内

㊥
試
合
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

㊥
参
加
申
込
み
　
6
月
2
2
日
ま
で
に
教

育
委
員
会
事
務
局
へ

㊥
会
場
　
水
巻
申
体
育
館
（
猪
熊
小
体

育
館
）

▽
一
般
の
部

曳

㊥
試
合
方
法
　
個
人
戦

…
．
．
．
ト
…
．
…

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
、
ま

た
入
賞
者
に
は
賞
状
、
賞
品
を
贈

り
ま
す
。

申
込
み
受
付
け
は
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
以
外
の
競
技
は
当
日
会
場
で

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
は
教
育
委
員
会
事
務
局

（

魯

6

9

1

・

0

4

0

3

）

　

へ

。

ーあ　な　た　も　参加　を一
申し込みは当日会場で

住民の体力向上を目指して、毎年行われている町民体育競技

大会を、今年も6月26日（日）に開きます。町内の各会場に分

れて、バレーボール、卓球、軟式庭球、剣道の4種目を行います。

申込みは、バレーボールを除き、当日会場でできます。多数

参加ください。

種

目

と

会

場

〔
（
）
内
は
雨
天
の
と
き
の
会
場
〕

福
祉
手
当
受
給
者

証
明
書
を
交
付

●バレヰづレ●

劫●

薫
”
¶
Ｈ
“
嘉
製
ぷ
¶
¶
薮
室
競
引
利
表

㊥
会
場
　
伊
左
座
小
運
動
場
・
体
育
館

▽
一
般
女
子
の
部
（
水
巻
中
体
育
館
〕

▽
中
学
男
子
の
部
（
吉
田
小
体
育
館
）

▽
中
学
女
子
の
部
（
吉
田
小
体
育
館
）

▽
小
学
女
子
の
部
（
伊
左
座
小
体
育
館
）

㊥
チ
ー
ム
編
成

・
二
般
女
子
　
地
域
編
成
と
し
、
高

校
、
大
学
生
を
除
く

・
そ
の
他
　
地
区
公
民
館
単
位
と
し

三
百
世
帯
以
下
の
地
区
で
単
独
編
成

㊥
会
場
　
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
一
般
男
子
の
部
、
一
般
女
子
の
部
、

中
学
男
子
の
部
、
中
学
女
子
の
部
、

㊥
試
合
方
法
　
個
人
戦
で
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
㊥
一
般
男
子
に
つ
い
て
は
参
加
数
に
よ

り
年
齢
別
で
行
う
こ
と
も
あ
る

㊥
会
場
　
水
巻
中
産
球
コ
ー
ト
（
雨
天

＼
　
の
と
き
は
7
月
3
日
に
変
更
〕

㊥
試
合
方
法
　
個
人
戦
で
当
日
会
場
で

ダ
ブ
ル
ス
を
編
成
す
る

昭
和
5
2
年
4
月
2
6
日
金
融
機
関
の
金

利
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
福
祉

手
当
受
給
者
が
昭
和
5
2
年
5
月
1
6
日
か

ら
昭
和
5
2
年
1
2
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
、

金
融
機
関
に
預
け
入
れ
る
期
間
、
一
年

の
定
期
預
金
、
ま
た
は
、
定
期
貯
金
（

一
人
に
つ
き
百
万
円
を
限
度
と
す
る
）

に
つ
い
て
は
、
金
利
を
特
別
に
す
え
お

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
預
け
入
れ
時
に
金
融
機
関
窓

口
に
、
福
祉
手
当
受
給
者
証
明
書
を
呈

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
証
明
書
は

、
遠
賀
福
祉
事
務
所
で
発
行
し
ま
す
。

か
ら
医
療
証
が
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
乳
幼
児
医
療
支
給
制
度
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
医
療
証
の
有
効
期
限

は
、
満
三
歳
に
達
す
る
月
の
末
日
ま
で

と
な
り
、
毎
年
行
な
っ
て
い
た
医
療
証

の
更
新
は
、
廃
止
き
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
七
月
一
日
か
ら
実
施
し

ま
た
へ
切
替
え
の
際
は
新
し
い
医
療
証

を
交
付
し
ま
す
。

◇
期
閑
　
6
月
2
2
日
～
2
4
日
、
9
時
～

1
6
時
3
0
分

◇
切
革
場
所
　
役
場
西
別
館

◇
持
参
す
る
も
の
　
印
鑑
、
保
険
者
証

、
乳
幼
児
医
療
証

馨
晶
埋
師
試
験
一

乳
幼
児
医
療
証

の
　
切
　
替
　
え

町
は
乳
幼
児
医
療
証
の
切
替
え
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

＼
現
在
、
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
が
通

用
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、
七
月
一
日

◇
試
験
の
日
時
　
8
月
4
日
、
1
3
時
～

◇
試
験
地

。
相
聞
市
　
西
南
学
院
大
学

。
北
九
州
市
　
北
九
州
大
学

◇
願
書
受
付
期
間
　
6
月
1
3
日
～
6
月

1
8
日
（
平
日
9
時
～
1
7
時
－
」
山
曜
日

9
時
～
1
2
時
3
0
分
）

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
遠
賀
保
健

所

（

魯

6

9

1

・

4

1

6

2

）

に

お

た

ず
ね
く
だ
さ
い
。
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母

◇
目
時

◇
会
場

◇
内
容

◇
料
金

性
　
相
　
談

6

月

2

6

日

、

1

3

時

～

1

5

時

遠
賀
保
健
所

健
康
相
談
、
家
族
計
画
相
談

指
導
無
料

母
子
保
健
相
談

◇
日
時
　
6
月
1
7
日
、
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

◇
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

◇
内
容乳
児
　
－
育
児
相
談
指
導
、
身
長

・
体
重
測
定

母
親
－
家
族
計
画
相
談
指
導

成

人

病

教

室

◇◇　　◇
内場分　日
容所　　時

6

月

1

6

日

、

1

3

時

～

1

5

時

3

0

遠
賀
保
健
所
栄
養
指
導
室

糖
尿
病
と
食
事
療
法
の
重
要

性
に
つ
い
て

1
3
時
～
1
3
時
3
0
分
　
血
圧
測
定

1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
　
講
話
（
吉
田
栄

養
士
）1
4
時
～
1
5
時
　
基
礎
食
品
の
展
示
と

調
理
実
習

1
5
時
～
1
6
時
3
0
分
　
相
談
と
指
導

行

　

政

　

相

　

談

行
政
管
理
庁
は
、
国
が
行
な
っ
て
い

る
行
政
や
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
み
な

さ
ん
の
不
満
や
苦
情
を
聞
き
、
あ
っ
せ

ん
解
決
す
る
た
め
、
全
国
の
市
町
村
に

行
政
相
談
委
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
要
員
は
、
行
政
監
察
局
か

ら
直
接
任
じ
ら
れ
る
も
の
で
、
恩
給
・

年
金
・
登
記
・
保
険
・
生
活
保
護
・
農

地
・
環
境
衛
生
・
郵
便
・
道
路
・
交
通

・
公
営
住
宅
・
河
川
・
公
害
・
課
税
・

一
般
許
認
可
、
ま
た
国
鉄
・
電
々
・
専

売
・
公
団
・
公
庫
・
事
業
団
に
対
す
る

苦
情
や
不
満
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
監

察
局
の
職
員
と
い
っ
し
ょ
に
問
題
の
解

決
に
あ
た
り
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
七
月
十
日
執
行
の

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
る
か
た
の
名
簿
を

縦
覧
に
供
し
ま
す
。

◇
新
た
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

る
人
。
昭
和
5
2
年
3
月
1
5
日
ま
で
に
転

入
届
出
を
さ
れ
た
人

。
7
月
1
0
日
投
票
日
で
満
2
0
歳
に

な
っ
・
た
人

◇
縦
覧
期
間
　
6
月
1
7
日
か
ら
6
月

2
1
日
ま
で
の
5
日
間
、
時
間
は
午

前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

◇
場
所
　
水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
役
場
東
別
館
第
一
会
議

室
）

次
の
日
程
で
行
政
相
談
を
行
い
ま
す

°

相
談
料
は
無
料
で
す
。
だ
れ
で
も
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
6
月
2
7
日
、
1
0
時
～
1
5
時

◇
場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館
日
本
間

◇
相
談
員

。
行
政
相
談
員
　
塚
原
康
親

。
行
政
監
察
局
職
員

点

字

講

習

会

点
訳
奉
仕
員
の
会
「
と
も
し
び
会
」

で
は
、
点
訳
講
習
会
を
行
う
と
同
時
に

、
広
報
の
点
訳
発
行
な
ど
視
力
障
害
者

の
た
め
の
福
祉
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。講
習
会
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
、

受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

◇
講
習
日
時

毎
月
第
2
・
4
土
曜
日
、
1
4
時
～

1
6
時

◇
場
所
　
役
場
東
別
館

◇
聞
合
せ
　
役
場
（
魯
6
0
1
・
4
．
3

2
1
）
赤
時
垂
俊
（
と
も
し
び
会
代

表
）

老
人
医
療

受
給
者
証
の
切
替
え

町
で
は
、
次
の
と
お
り
老
人
医
療
受

給
者
証
の
切
替
え
を
行
い
ま
す
。

今
回
切
替
え
の
分
は
、
昭
和
五
十
二

年
七
月
か
ら
五
十
三
年
六
月
ま
で
の
老

人
医
療
受
給
者
証
で
す
。
現
在
使
っ
て

い
る
老
人
医
療
受
給
者
証
及
び
老
人
医

療
証
は
、
五
十
二
年
六
月
三
十
日
ま
で

し
か
使
え
ま
せ
ん
。
期
間
中
に
切
番
え

を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◇
期
間
　
6
月
2
7
日
～
2
9
日
、
9
時
～

1

6

時

3

0

分

◇
申
請
受
付
場
所
　
役
場
酉
別
館

◇
持
参
す
る
も
の
　
印
鑑
、
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
証
（
扶
養
義
務
者
の

保
険
証
）

◇
扶
養
義
務
者
の
源
泉
徴
収
票
の
必
要

な
か
た

①
　
扶
養
義
務
者
が
5
2
年
1
月
1
日

以
降
に
転
入
さ
れ
た
か
た
。
㊥
、
扶
養

義
務
者
が
町
外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
か

降
に
転
入
さ
れ
た
か
た

一
重
度
心
身
障
害
者

医
療
証
の
切
替
え

現
在
重
度
心
身
障
害
者
医
療
の
無
料

の
通
用
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、
七
月

一
日
か
ら
医
療
証
が
三
年
に
一
回
の
切

番
え
に
な
り
ま
す
。
新
し
く
申
請
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
新
規

に
申
請
さ
れ
る
か
た
も
、
こ
の
と
き
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

で
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
か
た

①
、
身
体
障
害
等
級
が
一
、
二
級
の

か
た
。
①
、
精
神
薄
弱
の
状
態
が
知
能

指
数
三
十
五
以
下
。
④
、
精
神
薄
弱
の

状
態
が
知
能
指
数
三
十
六
以
上
五
十
以

下
の
か
た
で
、
し
か
も
身
体
障
害
等
級

が
三
級
に
該
当
す
る
か
た

◇
切
香
申
請
の
日
時
と
場
所

6

月

2

3

日

1

2

4

日

、

9

時

～

1

2

時

役
場
酉
別
館

＼

’

1

・

◇
持
参
す
る
信
の

た
。
③
、
老
人
医
嬉
対
象
者
が
被
保
険
、
、
◇
対
象
者
　
社
会
保
険
お
よ
び
国
民
健

者
で
あ
り
、
か
つ
、
5
2
年
1
月
1
日
以
　
　
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
か
た111

保
険
証
、
医
療
証
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
印
鑑

ｌｌｎＨＪｌｌ川ＩｌｌｌｌｌｌＨｌ‖ＦｌｌｒｌＨｌｌｌ‖ｌｌＨｌｌｌ日日ｌｌｌＪｍＨｕｌＬＨＨＩＪＨｌｌＨＩＭＩＨｒｌｌＨｌｌＨＭＬＨＩＨＩＬＨｌＩＨｌｌｌＨｕＬｌｌｌＩｌｌＬｌｔｌｌＬＩＬＨＬｌｍｒｌＩｌｌｍｌｌｍ1日ｌＨＬｌｌｌｎＬｌｌｌｌ‖11Ｌｌ‖ＬｌＭＩｌｌＪｌｌｌｌ］Ｅｌｌｌｌ‖ｌｌＬＩＥｌｍｒｌＥｌｌＬｌ‖11日ＩＩＨＨＩＥＩＨ‖ＨＩＩ川‖ｌＨＩＦＩ‖ＬｒＨＩＨＨＨｌｌ1ｍｌｌＥｌｒｌｌｌＨＩＥｌｌｌｌＨＨＨｌｌｌｌｌｌＩｌｌＬＪＩｌｌＭｌ抽＝ｌｌＨＬＩＥｌｌＬｌｌｒ［ｌＨＩＩｌｌｌｌＬＩＬＪル

－お　　　礼－
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈が
ありました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっくお

礼申しあげます。
長崎県大村市（上二）　故　船津光枝殿　船津　惜殿
吉田ノ三鯉口　　　　　故　川本　明殿　川本安子殿

古賀　　　　　　　　　故　藤本ナツ殿　藤本行敏殿
水巻町商工会青年部主催で、新制作座の演劇「泥かぶら」

公演が五月二十九日に水巻申体育館で催され、その益金とし
て商工会青年部から多額の寄付がありました。あっくお礼申
しあげます。

日・曜　在　宅　医
6月12日　伊藤医院　皮膚科　頃　末　℡691・0527

日　渡辺医院　外　科　頃　未　℡691・2616　ま

26日　入江医院　外　科　頃　宋　音601・3320
耳

7月3時　楠本医院　内・児科　大膳橋　舎093・24・0385
1
ｌ

診察揮間は9時から17時、原則として往診はいたしません。

（
．

口
発
行
人
　
水
巻
町
長
伊
藤
衛
　
門
　
口
編
集
　
水
巻
　
町
　
住
民
相
談
室
　
（
電
話
6
0
1

〔．1

－

4

3

2

ｊ

）

［コし

印

刷

冷

牢

田

印

刷

∠ゝ
Ｃコ

資

ノゝ
コこく

社


